
☞　農業委員定数を１２人に　　　　　

☞　一般質問に５人が登壇

☞　パークゴルフ大会に１０７人参加

６ ㌻

10 ㌻

17 ㌻

かるまい　議会だより

主な内容

№ 204

地域の子育ちを実感

平成 28 年 1 月 27 日

☞　特集〔管外行政視察レポート〕

　　子育て支援施策を学ぶ ２㌻
町内各地で行われる「ふれあい共食事

業」では食事会のほか、思い思いの催

しで楽しまれています。子供たちとの

交流会では健やかな成長ぶりを実感。

自然と笑みがこぼれていました。

（平成 27年 12 月 19 日；小軽米地区共食交流会）
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「
地
域
で
子
育
て
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
ぐ
る
み
で
支
援

で
、
町
内
９
保
育
所
は
統

廃
合
せ
ず
、
う
ち
１
保
育

所
に
は
看
護
師
が
常
駐
。

民
間
病
院
に
病
児
保
育
を

併
設
、
公
立
邑
智
病
院
に

は
小
児
科
や
産
婦
人
科
な

ど
医
師
11
名
が
常
駐
し
、

小
さ
な
子
を
持
つ
家
庭
に

と
っ
て
充
実
し
た
医
療
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

多
世
代
同
居
を
支
援
す

る
新
築
・
改
修
費
支
援
制

度
で
家
族
で
の
子
育
て
支

援
体
制
づ
く
り
を
推
進
。

空
家
の
改
修
補
助
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
な
ど
移
住
者
へ
の

公
営
住
宅
整
備
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

女
性
が
就
業
し
共
働
き

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
成

果
と
し
て
、
20
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
女
性
人
口
が
５

年
間
で
13
人
増
加
。
定
住

者
数
は
年
々
増
加
し
、
町

で
６
年
間
の
事
業
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

医
療
、
福
祉
、
保
健
、

就
労
、
結
婚
、
定
住
支

援
、
教
育
、
生
活
環
境
の

各
分
野
と
も
「
子
育
て
支

援
」
に
繋
が
る
施
策
を
優

先
的
に
予
算
化
し
事
業
を

展
開
。
加
え
て
職
員
の
意

識
も
「
子
育
て
支
援
」
に

向
け
た
事
務
執
行
が
進
め

　

少
子
化
と
人
口
流
出
に

よ
る
人
口
減
少
が
進
む

中
、
邑
南
町
で
現
在
取
り

組
む
「
日
本
一
の
子
育
て

村
構
想
」
は
、
平
成
22
年

10
月
に
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
が
改
正
さ

れ
過
疎
債
で
ソ
フ
ト
事
業

も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
し
た
。
関
係
課

で
協
議
を
重
ね
、
特
別
枠

約
１
億
８
千
万
円
の
予
算

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

道
路
補
修
も
地
域
の
定
住

対
策
で
あ
る
と
の
意
思
統

一
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
２
子
目
以
降
の

保
育
料
の
無
条
件
無
料

化
、
保
育
所
の
完
全
給
食

な
ど
を
他
に
先
駆
け
て
実

施
。
特
に
も
保
育
・
医
療

体
制
の
充
実
が
特
徴
的

　
議
員
管
外
行
政
視
察
は
、
平
成
27
年
11
月
３
日
か

ら
６
日
ま
で
島
根
県
な
ど
の
中
国
地
方
３
市
町
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」

に
取
り
組
む
島
根
県
邑
南
町
を
視
察
。「
地
域
で
子

育
て
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
人
口
減
少
対
策
、
定
住
促

進
な
ど
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

財
源
は
過
疎
債
の
特
別
枠

子
育
て
支
援
事
業

予
算
を
優
先
集
中

病
児
、
医
師
な
ど

医
療
体
制
が
充
実

多
世
代
同
居
を
支
援

定
住
は
５
年
で
２
１
３
人

管外行政視察研修レポート①

✿研修月日　　平成 27 年 11 月４日（水）
✿研修場所　　島根県邑南町
✿研修テーマ　日本一の子育て村構想

島根県

日本一の子育て村をめざす 邑南町 に学ぶ
おおなんちょう

特 集

子育て支援

区分 担 当 課 支　援　策 一　口　説　明 区分 担 当 課 支　援　策 一　口　説　明

常勤の産婦人科医、小児科医により、身近で安心できる医療体制
が確立されています。

高度な医療機器を搭載したヘリに、医師や看護師が同乗するので
傷病者の生存率が大幅に上がります。

邑智病院では365日、24時間救急受付を行っています。

おおなん元気ネットを活用した医療サービスを整備しています。
※「おおなん元気ネット」…会員カードにより、町民のみなさんの健康づくりをサポートするシステムです。

保険適応分の医療費が無料（０歳～中学校卒業まで）となります。

1年間につき、上限15万円を３年間助成します。

フッ素塗布（２歳～３歳６ヵ月）、フッ素洗口（4歳児～中学生）の費用
の全額助成をします。

妊婦健診について、国が定める検査項目について全額助成しま
す。(16回無料)

ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン、子宮頸ガン予防ワクチン接
種費用が無料となります。

妊婦（５～７ヵ月）を対象に妊婦歯科検診費用が全額助成となります。

２子目から全額無料です。

病中又は病気の回復期に、付設された専用スペースで保育や看護
ケアを行う保育サービスです。

保育所の開所時間を超えて保育を行います。（18:45又は19:30までです。）

保護者のパート勤務や病気、育児疲れの解消などに対応するた
め、一時的に保育所で子どもを預かります。

心身に障害をお持ちのお子さんも保育所での保育が受けられます。

遺児育成特別手当…遺児を養育している方に、手当を支給します。
 
ひとり親家庭等入学就職支度金…ひとり親家庭などの児童が入学
または就職する時に支度金を支給します。
　
ひとり親家庭医療費助成…県の福祉医療費助成制度の対象外と
なったひとり親家庭の児童の医療費を助成します。

放課後に児童を預かります。（減免制度もあります。）

在宅乳幼児の支援をします。

研修制度やハウスのレンタル制度で、新規就農者を支援します。

町内の求人情報やハローワーク、近隣市町の情報を提供し、求
人、求職の相談、紹介を行ないます。

農業経営を法人化することによって、後継者の確保と経営の改善
を図ります。

新しいスタイルの農業技術が習得できます。

町内で新規に起業する方に対し、県や町の各種助成制度の情報提
供やサポートを行います。

町内進出企業８社の工場見学や異業種交流などを積極的に展開し
ながら、雇用環境の整備に努めています。

おおなん福祉会、瑞穂福祉会、邑南町社会福祉協議会、石見さく
ら会などの就労施設があります。

公立邑智病院があり、医療関係者の募集もあります。

出会いの場の提供を支援します。

定住支援コーディネーターを配置し、定住相談や
定住後のフォローも実施します。

町内の医療福祉施設で業務に従事する意志のある人材確保のた
めの学資援助をします。
貸与月額は、高専・専門学校・短大５～６万円、大学６～８万円、
大学・大学院（医学・歯学・薬学）１５～２０万円です。

町内農業後継者の就学支援をします。

向学心を持ちながら経済的理由によって就学が困難な方に奨学支
援をします。

低学年複式学級の支援や一斉指導では学習や学校生活が困難な
児童生徒の支援のために支援員を配置しています。

中学生を対象に農林業、医療関係の授業を通じて、自らの将来の
仕事を見つめる機会を提供します。

小・中学校の学校図書室に司書等を配置して学習支援を行います。

経済的理由により就学困難と認められる児童生徒の保護者の方に
対し、義務教育の円滑な実施のため必要な援助を行います。

特別支援学級児童生徒の保護者の方へ経済的支援をします。

子ども同士の学び合いの授業を推進します。

小学校5年、中学校2年の児童生徒（希望者）が対象。小児生活習
慣病予防の観点から血液検査による検査を実施します。

不登校及び不登校傾向にある児童生徒の集団生活への適応等の
相談及び適応指導を行うことにより、社会的自立をめざします。

子どもの安全対策等を推進するため通学路の点検、登下校時の安
全管理や青色回転灯車による自主防犯パトロールを実施します。

地域のお宝発見、お宝の整備、地域人材の育成等を行います。

学校と地域が連携し、多様な形態のボランティア活動により学校
を支援します。（学校の応援団）

「生きる力は食卓から」を合い言葉に食育推進計画に基づき、関係
機関と連携し食育の推進を図ります。

公民館や地域ボランティアと連携し、体験活動等を通して子ども
の生きる力を育成します。

身近で安心な医療体制
（公立邑智病院）

ドクターヘリによる
緊急搬送

24時間救急受付（365日）

邑智病院と民間病院や
町立診療所との連携

子ども医療費の無料化

一般不妊治療費助成

予防歯科費用助成

妊婦一般健康診断
受診票交付

ワクチン予防接種費用
全額助成

妊婦歯科検診費用助成

保育料負担軽減

病児事業
（いわみ西保育所、邑智病院、三上医院）

延長保育事業（全保育所）

一時預かり保育事業
（東光保育園、いわみ西保育所）

障害児保育事業（全保育所）

子育て支援手当等の充実 

放課後児童クラブ

子育て支援センター事業

新規就農支援

無料職業紹介所設置

農業法人の設立

UIターン技能習得事業

医療 （保健課）

保健 保健課

福祉

就労

福祉課

農林振興課

商工観光課

農林振興課

就労

結婚

定住支援

教育

商工観光課

定住促進課

保健課

農林振興課

学校教育課

生涯学習課

起業家支援事業

誘致企業（８社）

社会福祉法人

公立邑智病院

出合い、結婚のサポーター

定住相談、定住後の
フォロー充実

医師･医療福祉従事者
奨学金貸与制度

農林業後継者育成基金（奨学金）

奨学金貸与（高・大学等）
 
学習支援員等の配置

（笑顔キラキラ事業）

夢響き合い塾

全学校へ学校図書館司書の配置

要保護・準要保護家庭
への援助

特別支援教育就学奨励

学びあい型授業づくり

小児生活習慣病予防健診

教育支援センター設置
（適応指導教室）

子ども安全センター事業

ふるさとまるごと博物館

学校支援地域本部事業

食育推進

放課後子ども教室推進事業

産婦人科・小児科機能の充実

（公立邑智病院に９科）

365 日 24 時間救急受付

（二次救急の公立邑智病院）

２子目から

保育料全額無料

子どもの医療費無料化

（中学校卒業まで）

そのほかこんな取り組みも
❀一般・特定不妊治療費助成

❀妊婦歯科検診費用の助成

❀妊婦一般健康診断の助成

❀予防歯科費用の助成

　（フッ素塗布、フッ素洗口）

❀病児保育事業

❀放課後児童クラブ

❀子育て支援ポイント付与

　（１㌽＝１円で利用可能）

❀保育所完全給食事業

　（町産米使用、対象３歳以上）

邑南町の子育て支援事業

邑南町役場（写真右）前には「日本一の子育て村
を目指して」の看板（左）が掲げられています

邑
南
町
勢
要
覧
で
も
「
日
本
一
の
子
育

て
村
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す

邑南町は広島県に接し山陰地方の山間部
に位置しています

子育て支援施策についてまとめたパンフレットが作成され、全世
帯に配布されています

子育て支援ガイドの一部を紹介します

拡大してみると
邑南町中心部「於保知盆地」（写真）は

スイスのような風景と親しまれています
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議　員

議　員

町一丸となった
ブランドづくり

細谷地多門

管外行政視察研修レポート②

高校駅伝で有名な世羅高校の町
としても全国に知られる。地産
地消、地場産業振興につながる
６次産業を異業種連携でネット
ワーク化する取り組みは構成員
拡大につながり、高校生のアイ
デアも生かしたヒット商品も生
まれた。新たなブランドづくり
に生産者、加工業者、ネットワー
ク事務局、行政など一丸となっ
た取り組みが印象的だった。世羅町議会の仙光保喜副議長（左）から歓迎の挨拶を

いただきました

✿研修月日　　平成27年11月４日（水）
✿研修場所　　広島県世羅町
✿研修テーマ　６次産業ネットワーク

　

世
羅
町
で
は
、
農
家
の

安
定
経
営
と
担
い
手
対

策
、
観
光
客
増
等
を
め
ざ

し
平
成
10
年
に
「
世
羅
高

原
６
次
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
。
各
種
助
成
事
業

を
導
入
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン

ド
商
品
開
発
、
案
内
板
設

置
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
す
る
。
観
光
農
園
、

農
家
民
宿
等
で
構
成
す
る

「
世
羅
６
次
産
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
27
年
度
に
73

団
体
、
構
成
員
１
４
０
０

人
に
ま
で
拡
大
し
た
。

　

町
特
産
の
日
本
梨
を
使

っ
た
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
ウ
ォ

ー
タ
ー
」
は
世
羅
高
校
と

の
共
同
開
発
で
年
間
10
万

本
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に
。
観

光
客
増
、
消
費
者
交
流
、

若
者
の
就
農
な
ど
に
も
成

果
が
広
が
っ
て
い
る
。

管外行政視察研修レポート③

風力発電施設は大規模
に展開さてれいるが、
市所有の施設は観光用
も兼ねメンテナンス等
経費負担が重いとのこ
と。太陽光発電施設は
全体的に新しく、視察
した施設は工事残土に
より造成された場所に
整備。地形的に当町と
比較して険しい山々が
多く、パネル整備等は
難しい印象である。

26 基の風力発電施設が立ち並ぶ
十六島風車公園を視察しました

を
事
業
主
体
と
し
、
市
へ

は
固
定
資
産
税
と
売
電
収

入
１
％
の
寄
付
金
、
土
地

代
が
入
る
仕
組
み
。
住

宅
用
太
陽
光
発
電
に
は

５
年
間
で
１
６
０
６
件
、

２
億
２
千
万
円
余
り
を
助

成
し
普
及
に
取
り
組
む
。

　

風
力
発
電
で
は
日
本
一

の
規
模
を
誇
る
㈱
新
出

雲
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

（
７
万
８
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

は
日
本
海
に
面
し
た
高
台

に
26
基
を
建
設
。
１
号
機

周
辺
に
は
「
十
六
島
（
う

っ
ぷ
る
い
）
風
車
公
園
」

を
整
備
す
る
。
別
に
市
所

有
の
風
力
発
電
機
２
基
あ

る
が
経
年
劣
化
等
で
修
理

費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

平
成
14
年
か
ら
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
す
る

出
雲
市
に
は
現
在
太
陽
光

発
電
施
設
が
９
カ
所
（
出

力
規
模
28
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）

で
稼
働
す
る
。
27
年
10
月

に
運
転
を
開
始
し
た
「
メ

ガ
お
ろ
ち
太
陽
光
発
電

所
」（
約
16
万
㎡
、
12
メ

ガ
ワ
ッ
ト
）
は
残
土
処
理

場
を
活
用
。
地
元
業
者
な

ど
で
構
成
す
る
合
同
会
社

✿研修月日　　平成27年11月５日（木）
✿研修場所　　島根県出雲市
✿研修テーマ　新エネルギー推進

出雲市　新エネルギー推進事業

住宅用ソーラーに２億円助成

の
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
関
わ
っ
た
も
の
だ
け

で
も
平
成
26
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
延
べ
１
３
２
世

帯
２
１
３
人
あ
り
、
問
い

合
わ
せ
は
年
間
１
０
０
件

を
超
え
る
。
出
生
数
は
最

近
10
年
は
年
間
60
人
か
ら

70
人
を
維
持
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
出
生
届
の

写
し
を
フ
ァ
イ
ル
し
誕
生

祝
い
に
贈
呈
、
出
生
を
防

災
行
政
無
線
で
町
内
放
送

し
祝
福
、
健
診
や
保
育
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
の
際

に
町
内
商
店
街
で
使
用
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は

マ
ス
コ
ミ
取
材
も
殺
到
し

多
忙
を
極
め
る
が
、
お
金

を
か
け
ず
に
町
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
と
出
来
る
限
り

対
応
。
全
国
自
治
体
か
ら

の
行
政
視
察
は
２
カ
月
先

ま
で
予
約
が
入
る
ほ
ど
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
約
１
万
人
、
農

林
畜
産
業
を
基
幹
産
業
に

山
間
部
に
位
置
し
な
が
ら

も
広
島
市
へ
１
時
間
圏
内

に
あ
る
な
ど
、
当
町
と
条

件
面
で
は
大
き
く
変
わ
ら

な
く
、
参
考
と
す
べ
き
こ

と
が
多
い
研
修
で
し
た
。

取
材
視
察
に
は
極
力
対
応

求
め
ら
れ
る
住
民
目
線
の
取
り
組
み

　

軽
米
町
で
は
平
成
27
年

10
月
に
軽
米
町
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
・
総
合
戦
略
を
策
定

し
ま
し
た
。
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
賑
わ
い

と
産
業
の
活
性
化
を
め
ざ

し
て
31
年
度
の
目
標
数
値

（
重
要
業
績
評
価
指
数
）

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
子
育
て
支
援

も
重
要
施
策
の
一
つ
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
町
で
も
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
、
学
校
給

食
費
の
補
助
、
県
立
病
院

等
医
療
体
制
の
充
実
な
ど

邑
南
町
と
比
較
し
て
も
優

れ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
者
の
受
入

れ
体
制
、
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
づ
く
り
な

ど
「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
住
民

目
線
で
進
め
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

基本目標①　活力ある軽米をつくる「しごと」の創生
基本目標②　全ての世代にやさしく生き生きとした
　　　　　　「まち」軽米の創生

基本目標③　「ひと」が行き交う南部の十字路・軽米の創生

子育て転入者を５年間で 75 世帯に
子育て支援広場利用者を 700 人に

軽米町人口ビジョン・総合戦略

目指す姿〔平成 31 年度〕

　◎働く場の確保〔就業者 4,328 人、事業所 393〕
　◎子育てしたい住み続けたいまち

　◎人が来る活気あふれるまち〔観光客 16.5 万人〕

合計特殊出生率 1.86 に
出生数を年間 68 人に

全人口目標
　9,353 人

上山勝志

風力発電は維持
経費が年々増大

取
り
組
み
は
14
年
度
か
ら

風
力
発
電
は
修
理
が
増
加

ブ
ラ
ン
ド
開
発
等
を
展
開

10
万
本
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に

管外行政視察研修レポート①

邑南町議会の亀山和巳副議長（写真右）
より町の概要を説明いただきました

定住促進課が子育て支援
と定住事業の中核となっ
て進めらています

議会特別委員会室で説明と意見交換を実施 スライドで邑南町の取り組みを紹介

訪問した本町議
員からも質問や
意見交換を積極
的に行いました

世羅高原夢市場

世羅高校生との商品開発も

▲
ラ
ン
ニ
ン
グ
ウ
ォ
ー
タ
ー
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を
12
人
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
定
数
を
６
人

と
す
る
な
ど
の
内
容
で

す
）〔

全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
⑤
】　

平
成
27
年
度

軽
米
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
で
、
歳
入

歳
出
と
も
１
９
５
１
万
８

千
円
を
増
額
補
正
し
、
総

額
は
67
億
４
５
０
万
７
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
⑥
】　

平
成
27
年
度

軽
米
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
で
、
歳
入
歳
出

と
も
54
万
７
千
円
を
減

額
補
正
し
、
総
額
は

１
億
７
４
８
５
万
３
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
⑦
】　

平
成
27
年
度

（
番
号
利
用
法
の
施
行
に

伴
い
、
町
が
個
人
番
号
等

を
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と

を
規
定
し
た
内
容
で
す
）

〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

【
議
案
③
】　

軽
米
町
暴
力

団
排
除
条
例
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。（
暴
力
団
へ
の
利

益
提
供
、
威
力
利
用
を
し

な
い
よ
う
町
、
町
民
等
の

責
務
、
事
務
処
理
等
に
つ

い
て
定
め
る
内
容
で
す
）

〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
④
】　

軽
米
町
農
業

委
員
会
の
委
員
等
の
定
数

に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。（
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
農
業
委
員
定
数

12 月定例会で

決まったこと

農
業
委
員
定
数
は
12
人
に

【
議
案
①
】　

軽
米
町
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
地
方
税
法
の
改
正
及
び

番
号
利
用
法
の
施
行
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
行
う
内

容
で
す
）

　
〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

【
議
案
②
】　

軽
米
町
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

農
業
委
員
会
の
新
制
度
が
28
年
４
月
ス
タ
ー
ト

【
諮
問
①
②
】　

人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
に
関
し
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
適
任
と
答
申
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

〔
全
員
賛
成
で
決
定
〕

人
権
擁
護
委
員
①

＊
氏
名
…
西
山
武
男

＊
行
政
区
…
下
新
町

＊
再
任

人
権
擁
護
委
員
②

＊
氏
名
…
新
井
田
宣
久

＊
行
政
区
…
沢
里

＊
新
任

暴
力
団
排
除
へ
条
例
制
定

番
号
利
用
法
に
伴
い

２
条
例
改
正
・
新
設

農
業
委
員
定
数
は
12
人

人
権
擁
護
委
員
に

推
薦
２
氏
を
適
任

平
成
27
年
度
予
算

全
５
会
計
を
補
正

最終本会議で起立採決により賛否のあった議案の表決結果　（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議　員　名　

　議案名（○数字は議案番号）

中
里
宜
博

中
村
正
志

田
村
せ
つ

川
原
木
芳
蔵

上
山
勝
志

舘
坂
久
人

茶
屋　

隆

大
村　

税

松
浦
満
雄

本
田
秀
一

細
谷
地
多
門

古
舘
機
智
男

山
本
幸
男

賛成 反対 結果

①軽米町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 12 １ 可決

②軽米町個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 12 １ 可決

　※その他の諮問２件、議案７件は全員賛成で同意・可決されました

【歳入】
・障害者総合支援等給付費負担金（国庫・県負担金 1230 万円）
・地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国庫補助金 123 万円）

・重度心身障害者医療費助成事業補助金　（県補助金 300 万円）
・財政調整基金繰入金　　　　　　　　（基金繰入金 231 万円）
【歳出】
・障害者総合支援法給付費　　　　　   （社会福祉費 1640 万円）
・重度心身障害者医療費　　　　　　　 （社会福祉費 600 万円）
・広域入所児童保育実施委託料　　　　（児童福祉費 230 万円）
・高性能林業機械導入補助金　　　　　　　（林業費 143 万円）
・二戸地区広域行政事務組合負担金　　　　（消防費 148 万円）

平成 27 年度一般会計予算を
67 億     450 万円に増額

一般会計補正予算（第５号）

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています

平成 27年度会計別歳入歳出予算（12月 16 日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計 1951 万円 67 億   450 万円

特
別
会
計

国民健康保険 － 15 億 6268 万円
後期高齢者 283 万円 9493 万円

介護保険 29 万円 7759 万円
下水道事業 △ 54 万円 1 億 7485 万円

　※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

軽
米
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

で
、
歳
入
歳
出
と
も
29
万

５
千
円
を
増
額
補
正
し
、

総
額
は
７
７
５
９
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
⑧
】　

平
成
27
年
度

軽
米
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
で
、
歳
入
歳
出
と

も
２
８
３
万
８
千
円
を
増

額
補
正
し
、
総
額
は
９
４

９
３
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
⑨
】　

平
成
27
年
度

軽
米
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
で
、

収
入
・
支
出
の
各
予
定
額

は
、
収
益
的
支
出
が
４
億

１
８
万
４
千
円
（
△
10
万

２
千
円
）、
資
本
的
支
出

が
４
億
２
３
７
８
万
７
千

円
（
△
２
７
４
万
円
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

町
選
挙
管
理
委
員

選
挙
で
４
人
当
選

　

任
期
満
了（
１
月
４
日
ま
で
）

に
伴
う
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
の
選
任
に
伴
う
選
挙
が
行
わ

れ
、
新
任
１
人
、
再
任
３
人
の

４
人
が
当
選
。
同
補
充
員
は
全

員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

❀同補充員
①内澤多賀志（仲町）
②大村　隆男（下円子上組）
③福田　省三（軽米駒木）
④水上　金明（山口）
※○は順位、カッコ内は行政区

　
第
５
回
（
平
成
27
年
12
月
）
定
例
会
は
、
12
月
８

日
に
開
か
れ
、
招
集
日
に
諮
問
２
件
を
適
任
と
答
申

し
た
ほ
か
、
議
案
９
件
を
特
別
委
員
会
に
、
請
願
陳

情
３
件
を
各
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
審
査

し
ま
し
た
。
16
日
の
最
終
本
会
議
に
お
い
て
選
挙
管

理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
全
８
名
が
当

選
し
た
ほ
か
、
議
案
９
件
、
請
願
陳
情
３
件
、
議
員

発
議
案
５
件
を
可
決
・
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

農
業
委
員

農地利用
最適化推進委員

地域の代表として

推薦・公募

町長が議会の

同意を得て任命 【町定数 12 人】

【町定数６人】
地域からの

推薦・公募者を
農業委員会が委嘱

　２つの委員が連携
　農地等の利用の最適化を推進
◎農業経営の規模拡大、
　　　　　農地の集団化
◎耕作放棄地の発生防止・解消
◎農業への新規参入の促進

変わる農業委員会制度

☆農委が公選から任命制に

☆農地利用最適化推進委員設置

清藤 　 壽
　ひさし

 さん

　【新】（上河南）

工藤 育
い く こ

子 さん

　【再】（仲町）

若山 政
まさよし

義 さん

　【再】（大町）

平内 和
か ず お

男 さん

　【再】 （上野場）



平成 28 年１月　　かるまい議会だより　№ 204 平成 28 年１月　　かるまい議会だより　№ 2049 8

　
12
月
８
日
招
集
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ
た
議
案
内
容
を
審

査
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
軽
米
町
一
般
会
計
補
正
予
算
等

審
査
特
別
委
員
会
（
本
田
秀
一
委
員
長
）
を
設
置
し
、
議
案

９
件
を
付
託
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
12
月
14
日
と
15
日
に

開
か
れ
た
同
委
員
会
で
の
各
委
員
か
ら
の
質
問
と
町
当
局
の

答
弁
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
（
税
条
例
等

の
改
正
）
関
係
←

【
問
】
今
回
の
税
条
例
の

改
正
で
何
が
変
わ
る
の

か
。

【
税
務
会
計
課
長
】
地
方

税
法
の
改
正
に
伴
い
徴
収

と
換
価
の
猶
予
規
定
の
ほ

か
、
番
号
利
用
法
施
行
に

伴
い
税
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
。

議
案
第
２
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
関
係
←

【
問
】
個
人
番
号
（
マ
イ

　12 月定例会
　 平成 27 年度軽米町一般会計補正予算等
　　　　　　　　　　審査特別委員会 報告

　
個
人
番
号
制
度
開
始
に
向
け

　
　
関
連
条
例
・
予
算
に
質
疑

議
案
第
１
号
・
２
号
に
反
対
の
意
見
も

　

議
案
第
４
号
の
町

農
業
委
員
会
委
員
等

の
定
数
条
例
で
は
、

法
改
正
に
伴
う
制
度

の
周
知
状
況
や
関
係

規
則
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
た
議
案
第
５

号
の
平
成
27
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
の

歳
出
で
は
、
民
生
費

の
軽
米
児
童
ク
ラ
ブ

送
迎
業
務
の
運
行
方

法
、
衛
生
費
の
臨
時

職
員
賃
金
の
組
み
替

え
な
ど
を
議
論
。

　

採
決
は
３
回
に
分

け
て
行
い
、
議
案
第

１
号
（
町
税
条
例
等

の
一
部
改
正
）
と
第

２
号
（
町
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
）
は
賛
成

多
数
で
、
議
案
第
３

号
か
ら
第
９
号
ま
で

は
全
会
一
致
で
そ
れ

ぞ
れ
可
と
決
し
た
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
定

数
基
準
は
現
18
名
の
半
数

程
度
で
あ
る
が
委
員
会
で

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ

れ
た
。
最
終
的
に
現
農
業

委
員
の
活
動
地
区
に
合
わ

せ
12
名
と
し
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
町
内

３
地
区
に
２
名
ず
つ
配
置

し
農
業
委
員
と
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
最
良
と
の
結

論
に
至
っ
た
。

【
問
】
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

選
出
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
新

制
度
は
平
成
28
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
。
農
業
委

員
は
３
月
ま
で
に
議
会
の

同
意
を
得
て
４
月
１
日
付

で
町
長
が
任
命
。
推
進
委

員
は
新
体
制
の
農
業
委
員

会
に
お
い
て
委
嘱
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

議
案
第
５
号
（
一
般
会
計

補
正
予
算
）
関
係
←

【
問
】
個
人
番
号
カ
ー
ド

発
行
に
伴
う
顔
認
証
シ
ス

本田　秀一
特別委員長

テ
ム
の
確
認
手
順
と
購
入

機
材
の
内
容
は
。

【
町
民
生
活
課
長
】
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

時
に
、
作
成
用
に
送
付
し

た
写
真
と
本
人
が
同
一
か

ど
う
か
照
合
す
る
た
め
カ

メ
ラ
と
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ

を
導
入
す
る
。

【
問
】
二
戸
広
域
事
務
組

合
負
担
金
増
の
内
容
は
。

【
総
務
課
長
】
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
と
広
域
消

防
本
部
等
の
敷
地
料
。
建

物
・
敷
地
料
の
負
担
は
、

広
域
４
市
町
村
分
と
二
戸

市
単
独
分
と
に
按
分
し
て

計
算
さ
れ
て
い
る
。

総
括
的
質
疑
←

【
問
】
例
年
行
わ
れ
る
地

域
懇
談
会
の
予
定
は
。

【
総
務
課
長
】
百
人
委
員

会
の
設
置
も
あ
り
公
聴
活

動
全
体
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。
地
域
懇
談
会

に
代
え
て
行
政
連
絡
区
長

会
議
や
出
張
所
等
へ
意
見

箱
の
設
置
を
行
い
た
い
。

付託議案全９件を可と決した

ナ
ン
バ
ー
）
通
知
の
町
内

配
達
状
況
は
。

【
町
民
生
活
課
長
】
12
月

14
日
現
在
で
、
郵
便
局
よ

り
不
在
等
で
返
戻
さ
れ
た

１
８
３
通
の
う
ち
75
通
の

受
け
渡
し
が
完
了
。
12
月

と
１
月
に
各
１
回
、
日
曜

日
に
受
け
渡
し
が
で
き
る

よ
う
開
庁
日
を
設
け
る
。

議
案
第
３
号
（
暴
力
団
排

除
条
例
）
関
係
←

【
問
】
今
の
時
期
に
暴
力

団
排
除
条
例
を
制
定
す
る

理
由
は
。

【
町
民
生
活
課
長
】
暴
力

団
が
関
係
す
る
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
が
年
々
増
加
・

多
様
化
。
ま
た
来
年
度
は

い
わ
て
国
体
も
開
催
さ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
県
下

全
域
で
の
制
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

議
案
第
４
号
（
農
業
委
員

会
条
例
）
関
係
←

【
問
】
定
数
等
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
の
検
討
経

過
は
。

請
願
３
件
を
採
択

【
請
願
陳
情
②
③
④
】　

Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
情
報
公
開
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
撤
退
・
調

印
中
止
を
求
め
る
請
願
な

ど
全
３
件
に
つ
い
て
、
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

し
、
最
終
本
会
議
に
お
い

て
す
べ
て
採
択
し
ま
し

た
。

※
左
記
参
照

意
見
書
提
出
は
５
件

　

総
務
教
育
民
生
常
任
委

員
長
と
産
業
建
設
常
任
委

員
長
、
古
舘
機
智
男
議
員

（
他
賛
成
議
員
５
名
）
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
発
議
案
と
し

て
提
出
さ
れ
た
意
見
書
５

件
に
つ
い
て
、
政
府
等
関

係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

※
左
記
参
照

　軽米町早渡地区に民間事業者が計画している産業廃棄物・一般廃棄物最終処

分場は、活断層の折爪断層の近くにありこの断層が活動すれば、マグニチュー

ド７．７クラスが推定されており、甚大な被害が生じる危険性があります。

　また、近年は短時間での記録的な豪雨が各地で頻発し、河川の氾濫や土砂災

害が多く発生しています。

　これらの被害が発生して処分場の構造物が損傷した場合や、溢水により廃棄

物が拡散するなどした場合、どのような安全対策を講じたとしても、処分場か

らの汚染水の漏出を防ぐことはできません。

　汚染水が計画地から 25 メートルにある瀬月内川へ流入すれば、軽米町１万

人及び八戸市をはじめとする八戸圏域（７市町村で構成）約 32 万人、洋野町

約１万人の「いのちの水」が汚染される恐れがあります。

　私たちには、生存環境を未来に引き継ぐ「未来責任」があります。

　このことから、現在の計画地での設置を許可しないよう、強く要望します。

　　平成 27 年 12 月 16 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軽米町議会議長　松　浦　　　求　

県
知
事
へ
の
意
見
書
を
提
出

　

平
成
27
年
12
月
開
催
の
第
５
回
町
議
会

定
例
会
で
、
最
終
処
分
場
計
画
へ
の
許
可

を
し
な
い
よ
う
求
め
る
内
容
の
意
見
書
を

議
員
発
議
に
よ
り
提
案
し
全
会
一
致
で
可

決
。
岩
手
県
知
事
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

民間事業者による産業廃棄物等最終処分場建設計画についての意見書

【請願陳情②】　ＴＰＰ交渉の情報公開とＴＰＰからの撤退・調印
　　　　　　　中止を求める請願
　（請願者）　　二戸農民組合軽米支部　代表　関向良雄
　（紹介議員）　古舘機智男議員、松浦満雄議員

【請願陳情③】　消費税増税中止を求める意見書提出を求める請願
　（請願者）　  日本年金者組合二戸支部軽米地区代表　蛇口修
　（紹介議員）山本幸男議員、舘坂久人議員、大村税議員

【請願陳情④】　「安全保障関連 2法（国際平和支援法、平和安全
　　　　　　　法制整備法）の廃止を求める請願
　（請願者）　  新日本婦人の会軽米支部代表　泉山淳子
　（紹介議員）山本幸男議員、舘坂久人議員、大村税議員

※○数字は請願陳情受付番号、いずれも全員賛成で採択

【発議案①】　ＴＰＰ交渉の情報公開とＴＰＰからの撤退・調印中
　　　　　　止を求める意見書
　（提出先）　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

【発議案②】　消費税増税中止を求める意見書
　（提出先）　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣

【発議案③】　安全保障関連２法（国際平和支援法、平和安全法制
　　　　　　整備法）の廃止を求める意見書
　（提出先）　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　　外務・防衛・法務の各大臣、内閣法制局長官

【発議案④】　こどもの医療費無料化と国民健康保険国庫負担金の
　　　　　　減額のペナルティを廃止することを求める意見書
　（提出先）　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　　財務・厚生労働・内閣府特命担当の各大臣

【発議案⑤】　民間事業者による産業廃棄物等最終処分場建設計画
　　　　　　についての意見書
　（提出先）　岩手県知事ほか

※いずれも全員賛成で可決

12 月定例会で

決まったこと

民間事業者による産業廃棄物等
最終処分場建設計画に反対

❀　請願陳情の採択状況　❀

❀　意見書の提出　❀
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一般質問

５人が一般質問に登壇

　第５回定例会の一般質問は、12 月
10 日に４人が、11 日に１人が行い、
町当局に対して 11 項目について質問
しました。各議員の質問要旨と町当局
の回答・姿勢についてご紹介します。

質問議員 質問事項

中村正志　議員
（詳細 11 ページ）

　平成 28 年度予算編成における町長の基本方針及び重要施策について

　かるまい交流駅（仮称）の建設計画について

　スポーツ施設の整備・改修について

田村せつ　議員
（詳細 12 ページ）

　子育て環境について

茶屋　隆　議員
（13 ページ）

　かるまいブランド認証商品について

　冬期間の除雪対策について

　再生可能エネルギーについて

松浦満雄　議員
（14 ページ）

　若者の町内移住施策について

　軽米町水道事業整備計画について

古舘機智男　議員
（15 ページ）

　子育て支援日本一をめざす軽米町の
　　子育て環境の実態と総合戦略について

　まち・ひと・しごと人口ビジョン・総合戦略について

第５回
　定例会

※質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。

一般質問

28
年
度
の
重
要
施
策
は

多
目
的
複
合
文
化
施
設
、
再
生
可
能
エ
ネ
推
進
等

中村正志 議員

かるまい交流駅とは

賑わい創出の核施設

民間事業者が晴山地区に建設を進めている鶏糞バイオマス発電所

【
質
問
】
新
年
度
予
算
編

成
の
基
本
方
針
、
重
要
施

策
は
何
か
。

【
町
長
】
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
快
適
な
ま
ち

の
創
造
に
向
け
、
本
年
策

定
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
の
基
本

目
標
達
成
に
向
け
、
多
目

的
複
合
文
化
施
設
の
実

現
、子
育
て
支
援
の
充
実
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
の
推
進
に
よ
る
雇
用
の

場
の
確
保
対
策
な
ど
。

【
質
問
】
総
合
発
展
計
画

前
期
の
検
証
、
後
期
計
画

の
策
定
状
況
は
。

【
町
長
】
総
合
戦
略
の
策

定
過
程
で
検
討
し
た
が
、

人
口
減
少
対
策
が
主
な
こ

と
か
ら
、
今
後
、
総
合
発

展
計
画
の
全
体
に
つ
い
て

必
要
な
検
証
や
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
目
標
40
万
人
の

交
流
人
口
の
定
義
は
。

【
町
長
】観
光
客
や
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
人
、
仕
事
等

も
含
む
す
べ
て
の
来
町
者

と
考
え
る
。

【
質
問
】
か
る
ま
い
交
流

駅
と
多
目
的
複
合
文
化
施

設
は
同
一
か
。
建
設
計
画

へ
の
町
民
参
画
は
。

【
町
長
】
町
商
工
会
が
中

心
商
店
街
で
賑
わ
い
創
出

多
世
代
交
流
駅
新
設
の
た

め
に
概
要
計
画
を
作
成
し

た
。
限
ら
れ
た
財
源
で
効

果
的
な
施
設
と
す
る
た

め
、
商
工
会
館
と
交
流
施

設
、
図
書
館
・
公
民
館
等

の
機
能
を
備
え
た
複
合
施

設
を
想
定
し
て
い
る
。
計

画
は
町
民
、
百
人
委
員
会

等
の
意
見
を
参
考
に
検
討

す
る
。
候
補
地
は
一
定
面

積
を
確
保
で
き
、
か
つ
町

民
が
最
も
利
用
し
や
す
い

場
所
を
念
頭
に
選
定
を
進

め
る
。
入
浴
施
設
の
要
望

に
つ
い
て
は
理
解
し
て
お

り
、
総
合
的
観
点
か
ら
判

断
す
る
。

【
質
問
】
閉
校
体
育
館
を

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
室
内
練

習
場
へ
の
改
修
や
全
天
候

型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
増

設
、
軽
米
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
へ
照
明
施
設
を
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
閉
校
体
育
館
の

改
修
は
、
競
技
種
目
が
変

更
と
な
る
た
め
地
域
住
民

の
理
解
と
利
用
ニ
ー
ズ
等

を
把
握
し
検
討
す
る
。
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
町
内
の
各

種
体
育
施
設
の
計
画
的
整

備
の
中
で
検
討
す
る
。
軽

米
小
学
校
の
照
明
も
住
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
検
討
す

る
。
今
後
、
老
朽
化
が
進

む
体
育
施
設
の
改
修
は
、

優
先
順
位
を
明
確
に
し
、

町
の
諸
計
画
策
定
時
に
組

み
入
れ
て
い
く
。

体
育
施
設
の
改
修
を

ニ
ー
ズ
把
握
に
努
力
す
る

問答

問
答

問

答
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一般質問

【
質
問
】
町
で
は
「
子
育

て
日
本
一
」
を
め
ざ
し
学

校
給
食
費
の
助
成
、
保
育

料
の
軽
減
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
、
軽
米
高

校
通
学
へ
の
支
援
な
ど
実

施
し
子
育
て
中
の
保
護
者

は
と
て
も
助
か
っ
て
い

る
。
島
根
県
邑
南
町
を
視

察
し
、
家
族
が
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
生
活
環
境

づ
く
り
に
町
全
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援
し

て
い
る
と
感
じ
た
。

　

そ
こ
で
軽
米
町
で
も
一

層
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
、
家

庭
内
保
育
を
さ
れ
て
い
る

方
も
利
用
で
き
る
一
時
預

か
り
や
病
後
児
保
育
を
提

案
し
た
い
。
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

田村せつ 議員

子育て支援ひろば「ピヨピヨ広場」は現在、町青少年ホーム（萩田）
で、毎週月・水・金曜日に開設されています

問 病後児保育・一時預り
事業に取り組んでは

答 子育て支援計画に位置づけ
人員確保と施設整備を検討

【
町
長
】
平
成
27
年
４
月

に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
が
施
行
さ
れ
、
町

で
も
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
策
定

し
た
。
そ
の
中
で
一
時
預

か
り
事
業
や
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
に
つ
い
て
の

必
要
性
か
ら
実
施
に
向
け

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

一
時
預
か
り
事
業
は
、

保
育
所
等
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
家
庭
で
も
、
一
時

的
に
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
に
保
育

園
又
は
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
（
軽
米
町
は
「
ピ
ヨ

ピ
ヨ
広
場
」）
等
で
一
時

的
に
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
保
育
園
の
場

合
、
施
設
の
利
用
児
童
数

が
定
員
に
満
た
な
い
場
合

に
可
能
で
あ
り
常
に
１
名

以
上
の
空
き
が
必
要
と
な

る
が
、
現
状
で
は
３
歳
未

満
児
は
満
員
の
状
態
で
あ

る
。
保
育
園
又
は
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
で
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
い
ず
れ

も
保
育
士
の
確
保
と
研
修

等
の
実
施
が
必
要
と
な

る
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
は
、
家
庭
で
保
育
を
行

う
こ
と
が
困
難
な
乳
幼
児

ま
た
は
小
学
校
に
就
学
し

て
い
る
児
童
が
病
気
の
際

に
、
病
院
・
保
育
所
等
に

付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー

ス
等
で
一
時
的
に
保
育
す

る
。
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
看

護
師
・
保
育
士
等
の
確
保

が
必
要
と
な
る
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
人
員
の
確
保

と
施
設
の
整
備
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

工
業
者
、
生
産
者
組
合
等

な
ど
関
係
団
体
相
互
の
情

報
交
換
・
連
携
等
を
図
り

茶屋　隆 議員

【
質
問
】
か
る
ま
い
ブ
ラ

ン
ド
認
証
商
品
に
つ
い

て
、
①
認
証
基
準
と
認
証

商
品
数
等
の
状
況
、
そ
の

特
典
を
伺
う
。

②
認
証
商
品
の
普
及
拡

大
、
販
売
促
進
へ
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

③
各
種
団
体
が
取
り
組
む

特
産
品
開
発
事
業
と
の
連

携
に
つ
い
て
伺
う
。

【
産
業
振
興
課
長
】
①
同

ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
は
軽

米
町
商
工
会
で
平
成
25
年

度
に
開
始
し
た
。
町
の
地

域
素
材
を
使
用
し
高
品

質
、
市
場
性
・
将
来
性
が

あ
る
な
ど
の
認
証
基
準
か

ら
現
在
24
品
目
を
認
証
。

特
に
特
典
は
な
い
が
、
認

証
商
品
を
中
心
と
し
た
Ｐ

Ｒ
活
動
や
、
認
証
に
よ
る

購
入
者
へ
の
信
頼
感
な
ど

で
販
売
促
進
の
一
助
に
な

る
と
考
え
る
。

②
今
後
も
か
る
ま
い
ブ
ラ

ン
ド
認
証
商
品
を
増
や
し

町
・
商
工
会
・
関
係
機
関

の
連
携
の
も
と
、
盛
岡
市

や
東
京
「
い
わ
て
銀
河
プ

ラ
ザ
」
で
の
物
産
展
等
に

参
加
す
る
な
ど
販
売
促
進

に
取
り
組
む
。

③
町
商
工
会
、
㈱
軽
米
町

産
業
開
発
、
か
る
ま
い
ブ

ラ
ン
ド
認
証
事
業
者
、
商

かるまいブランド認証
普及と販促への取組は

認証商品を増やし積極的にＰＲ

な
が
ら
、
品
質
の
高
い
特

産
品
等
の
商
品
開
発
を
進

め
て
い
く
。

除
雪
対
策
は
万
全
か

町
除
雪
計
画
に
基
づ
き
実
施

問答

【
質
問
】
①
除
雪
の
体
制
、

出
動
基
準
を
伺
う
。

②
除
雪
路
線
地
図
を
町
民

に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
①
町

除
雪
計
画
に
基
づ
き
必
要

な
除
雪
機
と
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
確
保
。
出
動
基
準

は
降
雪
量
が
10
㎝
以
上
、

又
は
５
㎝
を
超
え
更
に
予

想
さ
れ
る
場
合
に
バ
ス
路

線
を
優
先
し
実
施
す
る
。

②
路
線
数
が
約
３
０
０
と

広
範
囲
で
あ
り
作
成
は
困

難
で
あ
る
。

太
陽
光
以
外
の
再
エ
ネ
は

鶏
糞
バ
イ
オ
マ
ス
を
予
定

風
力
発
電
は
調
査
の
段
階

問答

【
質
問
】
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
で
太
陽
光
発

電
以
外
の
取
り
組
み
は
。

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
室
長
】
民
間
に
よ
る

鶏
糞
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が

28
年
９
月
に
開
始
を
予
定

す
る
。
風
力
発
電
は
県
の

事
業
構
想
に
本
町
を
含
む

折
爪
岳
周
辺
が
該
当
。
民

間
事
業
者
が
ノ
ソ
ウ
ケ
峠

付
近
を
調
査
し
て
い
る
。

問

答

「かるまいブランド認証品」を紹介し
たパンフレットも作成されています
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一般質問

【
質
問
】
住
み
た
く
て
も

若
者
が
住
み
た
い
と
思
え

る
住
宅
が
な
い
と
言
う
声

を
聞
く
。
若
者
世
帯
が
10

年
間
、
町
に
住
ん
だ
ら
宅

地
を
無
償
に
す
る
支
援
制

度
を
提
案
す
る
。
今
後
は

住
民
が
自
治
体
を
選
ぶ
時

代
で
あ
る
。
子
育
て
支
援

も
必
要
だ
が
住
環
境
整
備

も
重
要
。
町
内
の
空
き
家

を
購
入
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
方
に
補
助
金
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
町
外
か
ら
の
移

住
を
積
極
的
に
推
進
す
る

松浦満雄 議員

町長４期目公約にある
定住促進住宅の建設は
総合戦略に沿って子育て
世帯向け住宅計画を推進

水
道
事
業
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

28
年
度
の
完
成
め
ざ
し

小
軽
米
地
区
を
整
備
中

い
水
道
料
金
の
緩
和
に
有

効
と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
飲
料
用
井
戸
等

の
補
助
金
交
付
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
の
事
例
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

一般質問

結
婚
か
ら
出
産
、
保
育
、
就
学
等

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
応
じ
た
支
援

古舘機智男 議員

総合戦略の策定過程を伺う

策定委員と百人委員会から意見
目標値を設定し今後も検証する

【
質
問
】
総
合
戦
略
の
策

定
に
住
民
が
ど
れ
だ
け
参

画
し
理
解
し
て
い
る
の
か

で
成
否
が
決
ま
る
。
行
政

視
察
し
た
島
根
県
邑
南
町

で
は
、
原
案
作
り
を
町
職

員
が
行
い
、
町
政
座
談
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

12
か
所
で
開
催
し
延
べ

【
質
問
】
町
総
合
戦
略
は

「
子
育
て
日
本
一
」
を
目

指
す
う
え
で
実
践
す
べ
き

と
て
も
良
い
機
会
で
あ

る
。
そ
こ
で
伺
う
。

①
結
婚
、
出
産
、
保
育
、

就
学
、
進
学
、
就
職
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
で
の
支
援
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
総
合
戦
略
で
掲
げ
る
、

子
育
て
転
入
者
数
増
、
子

育
て
支
援
ひ
ろ
ば
利
用
者

増
、
軽
米
高
校
入
学
者
数

の
維
持
に
つ
い
て
、
達
成

へ
の
具
体
計
画
を
示
せ
。

【
町
長
】
①
昨
年
３
月
に

策
定
し
た
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
で
各
世
代

へ
の
支
援
事
業
を
計
画
化

し
た
。
妊
婦
健
診
、
保
育

料
・
医
療
費
の
各
無
料

化
、
給
食
費
の
助
成
、
高

校
の
通
学
支
援
な
ど
に
取

り
組
み
、
結
婚
支
援
で
は

出
会
い
の
場
づ
く
り
と
し

て
「
か
る
コ
ン
」
開
催
に

助
成
し
て
い
る
。
今
後
、

日
々
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

で
質
の
高
い
支
援
に
努
め

て
い
き
た
い
。

②
子
育
て
世
代
へ
は
経
済

的
負
担
軽
減
と
利
用
し
や

す
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
住

宅
計
画
、
子
育
て
支
援
広

場
な
ど
を
提
供
。
軽
米
高

校
の
副
食
給
食
、
英
検
等

補
助
な
ど
で
存
続
を
支
援

し
た
い
。

４
６
８
人
が
参
加
。
出
さ

れ
た
意
見
は
２
千
件
を
超

え
た
と
の
こ
と
。
本
町
の

総
合
戦
略
の
策
定
過
程
に

つ
い
て
伺
う
。

【
町
長 

】「
ひ
と
に
や
さ

し
く
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応
し

た
施
策
の
目
標
値
を
定
め

策
定
し
た
。
今
後
も
検

証
・
見
直
し
を
し
て
い
く
。

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
町
民

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
、
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
は
策
定

委
員
会
、
百
人
委
員
会
な

ど
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き

進
め
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
原
点
は
町
民
の

参
加
と
理
解
で
あ
る
。
町

政
座
談
会
や
町
民
大
学
な

ど
の
開
催
を
提
案
す
る
。

【
町
長
】
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
聞
く
機
会
を
増
や

し
、
町
民
と
一
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
。

若者世帯の町内新築に
　宅地を無償提供しては

職場の確保を図りながら　
　財政面を考慮し検討したい

【
町
長
】
施
設
の
整
備
・

更
新
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
定
住
促
進
事
業

の
観
点
か
ら
も
町
水
道
の

未
整
備
地
域
に
飲
用
井
戸

等
設
置
へ
の
補
助
を
考
え

て
は
ど
う
か
。
県
内
一
高

【
質
問
】
町
水
道
の
未
給

水
区
域
と
そ
の
世
帯
数
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

【
水
道
事
業
所
長
】
町
全

体
で
約
２
０
０
世
帯
と
把

握
し
て
い
る
。

【
質
問
】
未
整
備
地
域
に

今
後
整
備
す
る
考
え
は
な

い
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
現
段

階
で
計
画
は
な
い
。
老
朽

化
し
て
い
る
既
存
施
設
の

更
新
を
優
先
に
考
え
、
未

給
水
地
域
の
整
備
計
画
は

予
定
し
て
い
な
い
。

【
質
問
】
老
朽
化
し
て
い

る
観
音
林
・
山
内
簡
易
水

道
の
整
備
計
画
は
。

問答

問
答

方
向
に
は

同
感
で
あ

る
。
施
策

は
ま
だ
検

討
段
階
で

あ
る
が
、

今
後
具
体

的
に
進
め

て
参
り
た

い
。

問

答

問
答

問

答

子
育
て
日
本
一
を
め
ざ
す

町
総
合
戦
略
の
具
体
策
は

子供たちの成長に合わせた各世代や場面に応じた支援の
充実が望まれます

28 年度完成に向けて整備が進む小軽米簡易水道統合整
備事業（写真は整備済みの小軽米浄水場）

子育て世代や移住・定住者への支援住宅
の建設が他自治体でも広がっています
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【
議
案
②
】　

町
役
場
庁
舎

等
地
中
熱
暖
房
シ
ス
テ
ム

　今年で３回目を迎えた「パークゴルフはつらつ大
会」（町政調査会主催、平成 27 年 11 月 18 日開催）に
１０７人の方々からご参加いただきました。　
　開催時期が 11 月と寒さの心配がされましたが、幸い
にも天候に恵まれました。パークゴルフのほかにも ”
どっぴき ”企画も盛り込んで、誰でも楽しめる大会運営
に努めましたが、参加された皆さんはいかがでしたで
しょうか。次回の開催の折には、またのご参加をよろし
くお願いします。
　最後に、今回参加いただきました皆様のお名前をご紹
介させていただき、御礼にかえさせていただきます。

　町議会の話題　ピックアップ トピックス

パークゴルフはつらつ大会に１０７人参加今年で３年目

浅 水　秋 雄 上 沢　京 子 高 橋 美知子 中 里　宜 博 本 田　芳 廣

安 藤　保 造 上 村　初 男 田 沢　勝 蔵 中 野　栄 子 松 浦　常 雄

泉 山　　 毅 上 山　勝 志 田澤　サツ子 中 野　光 廣 松 浦　満 雄

一 條　　 博 川 口　幸 雄 田 澤　清 蔵 中 村　幸 助 松 浦 　　求

稲 葉 香津子 川 島　敏 美 田 代 テイ子 中 村　正 志 松 田　信 義

梅 木　靖 子 川 島 勇太郎 舘 坂　久 人 長 森　繁 雄 松 本　竹 蔵

大 崎　チ エ 川 原　　 稔 田 中　キ ミ 並 岡　ナ ミ 門 前　克 男

大 崎　英 博 川原木 キ ヌ 田 中　京 子 新井田 静 夫 山 下　ヒ サ

大清水 敏 彦 川原木 芳 蔵 田 中　ト ヨ 新井田 了 子 山 下　正 勝

大 鳥　ト キ 木戸口 三 郎 田 中　光 雄 橋 本　義 勝 山 下　容 子

大 南　サ ダ 木 村 あき子 田 中　佳 子 畑 澤　榮 功 山 下　良 介

大 村　タ キ 木 村　　 貢 田 端　雄 一 林 　　政 男 山 舘　　 節

大 村　武 男 工 藤　幸 男 田 端　洋 子 日 影　茂 雄 山 舘 松五郎

大 村　忠 一 小 林　ミ エ 田 村　せ つ 日 影　マ サ 山 根　京 二

大 村　　 税 駒 目 キミヨ 茶 屋　　 隆 日 山　一 夫 山野下 敏 男

小笠原喜十治 坂 本　定 則 戸井口 勝 見 日 山 タカヲ 山 本　竹 四

小笠原　　茂 佐 藤　雪 子 戸草内貞次郎 福 田　勝 則 山 本　幸 男

奥 谷　克 吉 沢 尻　松 男 戸草内仁三郎 藤 川　敏 彦 吉 岡　利 男

小 倉　達 次 紫 葉　律 子 土 佐　タ ミ 藤 田　イ サ 若 山　哲 夫

於 本　　 茂 下 又　克 之 栃 木　一 男 古 舘 機智男 町パークゴルフ協会の

皆さんからも大会運営に

ご協力いただいています！

片 桐　利 明 須 藤　昭 夫 栃 木　ト シ 蛇 口　久 夫

角 野　　 等 須 藤　正 枝 中 里　　 篤 細谷地 多 門

　かるまいテレビで大会を知っ
て初めて申込みをした。パーク
ゴルフは初めてでルールもわか
らず参加したが親切に教えても
らいながら楽しくできた。景品
も多く ” どっぴき ” も楽しい企
画。来年は友人も誘いたい。
　町議会は毎回興味を持って傍
聴している。一番は再生可能エ
ネルギーの動向。議会を通じて
まちづくりを身近に感じたい。

稲葉 香
か つ こ

津子 さん

（向川原）
畑澤 榮

えいこう
功 さん

（下新町）

 今回ご参加いただいた皆さんです。次回はあなたもぜひご参加を！（順不同、敬称略）

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た

　第１回から３回連続で
参加しています。はつら
つ大会は、成績よりも友
達や議員の皆さんと楽し
く交流できるのがとても
良いと思います。今回は
特にもうれしい景品をい
ただきました。みんなで
楽しめる企画を期待して
います。ぜひ次も参加し
たいです。

本田秀一
常任委員長

報　告

✿研修月日　平成 27年 12 月１日（火）～２日（水）
✿研修場所　紫波町（オガールプロジェクト）
　　　　　　宮城県蔵王町（議会活性化、多目的複合施設）
✿参加委員　本田秀一、舘坂久人、中里宜博、中村正志
　　　　　　田村せつ、古舘機智男、松浦　求

り
が
特
徴
。
事
業
主
体
は

オ
ガ
ー
ル
紫
波
㈱
で
、
町

の
出
資
割
合
は
39
％
。
官

と
民
が
連
携
す
る
中
間
的

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

（
敷
地
約
１
万
８
千
㎡
、

総
事
業
費
約
22
億
２
千
万

円
）
は
図
書
館
、公
民
館
、

調
理
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル

等
が
入
る
複
合
施
設
。
図

書
館
は
明
る
く
使
い
易
い

雰
囲
気
で
、
多
目
的
ホ
ー

ル
は
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で

４
５
５
席
の
観
客
席
に
早

変
わ
り
す
る
。
本
町
で
検

討
さ
れ
る
多
目
的
複
合
施

設
の
参
考
に
し
た
い
。

総務教育民生常任委員会　視察研修レポート

「オガール」は造語でガー
ル（＝駅）を出発点に町
がおがる（＝成長する）
意味の願いが込められて
いる。紫波町の官民連携
事業は全国的にも注目さ
れている。蔵王町議会の
通年議会は迅速対応がで
きるなどメリットが多
い。良いものは当町でも
検討すべきと感じた。

楽しい企画を期待しています 来年は友人も誘って参加したい

〔
紫
波
町
・
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
〕　

官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
蔵
王
町
・
議
会
改
革
〕　

議
会
報
告
会
を
15
箇
所
で
開
催

　

Ｊ
Ｒ
紫
波
中
央
駅
前
の

町
有
地
10
・
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
中
心
と
す
る
紫
波
町

の
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
平
成
21
年
３
月
に

議
会
の
議
決
を
経
て
紫
波

町
公
民
連
携
基
本
計
画
を

　

宮
城
県
蔵
王
町
で
は
議

会
の
活
性
化
と
文
化
会
館

を
視
察
し
た
。
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
基
本
姿
勢

を
総
合
的
体
系
的
に
規

定
。
町
長
等
説
明
員
の
反

問
権
、
通
年
議
会
を
導
入

す
る
ほ
か
議
会
報
告
会
を

町
内
15
箇
所
で
実
施
し
住

民
対
話
に
力
を
入
れ
る
。

　

同
町
ふ
る
さ
と
文
化
会

館
「
ご
ざ
い
ん
ホ
ー
ル
」

策
定
、
都
市
整

備
を
図
っ
て
き

た
。
エ
リ
ア
内

に
は
役
場
庁

舎
、分
場
住
宅
、

図
書
館
な
ど
の

複
合
施
設
、
体

育
施
設
等
が
整

備
さ
れ
都
市
と

農
村
の
暮
ら
し

を
景
観
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く

町政調査会の活動報告
＊町政調査会は、議員が自主的な
　調査・研究・懇親などを目的に
　組織し活動しています

第６回臨時会
（平成 28 年１月 20 日開催）

【
議
案
①
】　

町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
に
関
し
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、承
認
し
ま
し
た
。（
地

方
税
関
係
法
令
の
改
正
に

伴
い
昨
年
12
月
28
日
付
で

町
税
条
例
等
の
改
正
を
専

決
処
分
し
た
こ
と
を
承
認

す
る
内
容
で
す
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

建
設
工
事
の
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

（
契
約
金
額
に
１
１
３
８

万
８
６
０
０
円
追
加
し
、

総
額
で
４
億
１
６
３
７
万

７
８
０
０
円
と
す
る
も

の
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
③
】　

町
役
場
庁
舎

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置

工
事
の
変
更
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
契
約
金
額
か
ら
４
６
１

万
７
０
０
０
円
減
額
し
、

総
額
で
９
７
３
１
万
３
４

０
０
円
と
す
る
も
の
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
④
】　

町
役
場
庁
舎

非
常
用
発
電
機
更
新
工
事

の
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

（
契
約
金
額
に
１
３
５
万

８
６
４
０
円
追
加
し
、
総

額
で
６
８
２
９
万
７
０
４

０
円
と
す
る
も
の
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

秋晴れのもとパークゴルフで交流しました

役
場
庁
舎
３
工
事
の

変
更
契
約
案
を
可
決

税
条
例
等
改
正
の

専
決
処
分
を
承
認

町役場、体育施設などが区域内に計画されてい
ます（オガールプラザ紹介パンフレットから）

図
書
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
等
が
備

わ
っ
た
蔵
王
町
の
複
合
施
設
「
ご

ざ
い
ん
ホ
ー
ル
」
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は
簡
易
表
決
を
、
ま
た
人

事
案
件
等
に
つ
い
て
は
投

票
を
実
施
。
い
ず
れ
も
議

長
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

議
長
の
裁
決
権

　
議
長
は
、
可
否
同
数
の

場
合
に
「
裁
決
」
が
で
き

る
決
裁
権
を
有
し
ま
す

が
、
通
常
、
意
思
表
示
で

あ
る
表
決
に
加
わ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
裁
決
の

場
合
は
、
現
状
維
持
（
＝

否
）
を
選
択
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
ま
す
。

採
決
結
果

意
な
ど
）
と
し
て
の
「
議

決
」
と
な
り
ま
す
。

出
席
者
の
み
参
加

　
表
決
で
き
る
の
は
、
会

議
に
お
い
て
議
長
が
表
決

宣
告
を
し
た
と
き
に
、
議

場
に
出
席
し
て
い
る
議
員

の
み
。
欠
席
又
は
表
決
時

間
に
議
場
に
い
な
い
場
合

に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

表
決
は
意
思
表
示

　「
表
決
」
は
、
議
会
審

議
に
お
け
る
最
終
の
手
続

と
し
て
議
員
が
議
題
に
対

し
て
賛
成
、
反
対
の
意
思

表
示
す
る
も
の
で
す
。
そ

の
結
果
が
、
議
会
の
意
思

決
定
（
可
決
、
否
決
、
同

　
議
長
が
表
決
を
取
っ
て

集
計
す
る
こ
と
を「
採
決
」

と
言
い
、
通
常
は
問
題
を

可
と
す
る
（
賛
成
）
者
を

起
立
さ
せ
て
賛
否
の
多
少

を
認
定
し
ま
す
。
本
会
議

で
起
立
採
決
の
あ
っ
た
議

題
に
つ
い
て
「
か
る
ま
い

議
会
だ
よ
り
」
で
賛
否
一

覧
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
決
方
法
は
３
つ

　

表
決
方
法
は
、
①
起
立

に
よ
る
表
決
、
②
投
票
に

よ
る
表
決
、
③
簡
易
表
決

の
３
つ
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
原
則
は
起
立
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
明
ら
か
に
異

議
が
無
い
と
さ
れ
る
場
合

表決と採決、議長の裁決権

議
長
交
際
費

月 日 曜 行　　事　　名

10
　
月

２ 金 北部地区町村議会議長会創立 55 周年記念事業（久慈市）
４ 日 町民体育祭・町民健康まつり
９ 金 町政調査会幹事会⑤、議会報編集委員会⑦
14 水 町政調査会幹事会⑥
16 金 カシオペア連邦議会議員協議会活動推進交流会（二戸市）
18 日 食フェスタ in かるまい 2016
19 月 二戸地区広域行政事務組合議会第２回定例会

20 火
議会報編集委員会⑧
音更町議会新人議員来町研修会・懇談会（～ 21 日）

26 月 最終処分場建設計画に対する要望活動（盛岡市）
27 火 県町村議会議長会委員長研修会（盛岡市）

11
月

２ 月 議会運営委員会⑦
３ 火 町議会議員管外行政視察研修（広島県・島根県・兵庫県、～６日）
10 火 県町村議会議長会臨時総会・県選出国会議員との懇談会（東京都）
11 水 県町村議会議長会政務調査会・町村議会議長全国大会（東京都）

12 木
北部地区町村議会議長会行政視察（三重県、～ 13 日）
町政調査会幹事会⑦

16 月 二戸地区広域行政事務組合議会議員視察研修（福島県、～ 17 日）
18 水 パークゴルフはつらつ大会
20 金 軽米町町村合併 60 周年記念式典
23 月 町民フォーラム
25 水 県町村議会議長会広報担当者研修会（花巻市、～ 26 日）
26 木 都市・農村共生社会創造シンポジウム（盛岡市）
29 日 早渡地区最終処分場建設阻止総決起大会
30 月 民主党県連要望調査

12
月

１ 火
定例会議会運営委員会⑦
総務教育民生常任委員会視察研修（紫波町・宮城県蔵王町、～２日）

８ 火
第５回軽米町議会定例会本会議（会期；～ 16 日）
議員全員協議会⑥、町政調査会幹事会⑧

10 木 定例会一般質問（～ 11 日）
11 金 町政調査会④、常任委員会、議会報編集委員会⑧
14 月 平成 27 年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会（～ 15 日）
15 火 議員全員協議会⑦、議会運営委員会⑧、議会報編集委員会⑨

16 水
定例会最終本会議
議員全員協議会⑧、軽和会との懇談会

24 木 議員全員協議会⑨

町 議 会 の 動 き
（平成 27 年 10 月～ 12 月の主要な行事）

❀
お
祝
い
等
（
会
費
含
む
）

10
月 

５
件  

５
３
，
３
１
０
円

11
月 

４
件  

３
８
，
０
０
０
円

12
月 

２
件  

１
１
，
７
８
０
円

※
議
長
交
際
費
は
議
長
が
町
議

　

会
を
代
表
し
て
対
外
的
な
行

　

事
等
へ
参
加
す
る
際
の
経
費

　

で
、
主
に
各
団
体
の
総
会
等

　

の
会
費
で
す
。
詳
し
く
は
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
結
し
た
問
題
や

案
件
が
審
議
さ
れ
て
い

る
町
議
会
は
、
ど
な
た

で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

町
政
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
町
議
会
の
傍
聴
を

お
奨
め
し
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
開
催

さ
れ
る
定
例
会
は
、
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
に
開
か
れ
る
ほ
か
、

特
定
の
案
件
に
つ
い
て

設
け
ら
れ
る
臨
時
会
も

随
時
開
か
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
議

会
開
会
前
の
一
週
間
か

ら
数
日
前
に
決
定
し
ま

す
の
で
、
決
ま
り
次
第

町議会を傍聴しませんか

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

「
か
る
ま
い
テ
レ
ビ
」
、

情
報
無
線
放
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
議

会

事

務

局
（

☎

46
・

４
７
４
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町議会定例会（本会議）の模様は

「かるまいテレビ」でもご覧いただけます

　「かるまいテレビ」では、本会議場（招

集日、一般質問、最終本会議など）の様

子を録画・編集し、定例会終了後、約２

週間程度の期間で放送しています。

本会議場で反対討論などがあった際には起立採決が行
われています（平成 27 年 12 月定例会最終本会議）

？

　

議
会
の
は
て
な
？

　
　
　
　
　

し
く
み
を
教
え
て
！

    ひょうけつ　さいけつ　　　　　　　　　さいけつけん

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会

（
古
舘
機
智
男
議
員
出
席
）

＊
10
月
19
日
（
月
）

＊
二
戸
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー

＊
付
議
事
件
等

①
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

　

部
を
改
正

　

→
番
号
法
施
行
に
伴
う
も
の

②
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の

　

設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正

　

→
庁
舎
移
転
に
伴
う
改
正

③
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

　

→
歳
入
歳
出
と
も
８
１
４
３

　

万
３
千
円
増
額
し
30
億
１
７

　

２
万
９
千
円
に

④
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

→
歳
入
歳
出
と
も
１
億
８
６

　

５
５
万
３
千
円
増
額
し
77
億

　

５
２
０
２
万
１
千
円
に

認
①
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決

　

算
の
認
定

認
②
平
成
26
年
度
介
護
保
険
特

　

別
会
計
決
算
の
認
定

＊
全
議
案
と
も
可
決
・
認
定

二
戸
広
域
議
会
の
報
告

川原木賢一氏に町特別表彰

町議６期 24 年、議長職２期８年務められた
川原木賢一氏（上写真）は特別表彰を受賞

【軽米町町村合併 60 周年記念表彰】

【町議会関係表彰者】
　　　　　　　（敬称略）

❀特別表彰

　川原木賢一
❀町表彰

※対象は在職 12 年以上で、

　過去に受賞歴等のない方

　泉山　優
　上岩紀男
　中村光夫
　安藤長質（以上元職）
　細谷地多門
　本田秀一
　松浦満雄
　大村　税
　茶屋　隆
　舘坂久人（以上現職）

議 員 表 彰 10
名を代表受領
する泉山優氏

人事案件などは投票を実施
（平成 27 年 9月定例会最終本会議）
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かるまい町に住んでみて

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
し
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
２
０
１
６
年
が
町
民

の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
議
会
報
編
集
委
員
は
町
民

の
皆
様
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

議
会
報
づ
く
り
に
、
研
修
会
な

ど
で
勉
強
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
町
民
の
方
に
登
場
い
た
だ
く

新
コ
ー
ナ
ー
や
議
会
報
モ
ニ
タ
ー

を
設
け
、
読
み
た
く
な
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
お
声
掛
け
が
あ
っ
た
際
は
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

過
日
、
町
議
会
研
修
で
訪
問
し

た
広
島
県
世
羅
町
は
、
高
校
駅
伝

で
も
有
名
で
今
年
度
も
男
女
と
も

に
世
羅
高
校
が
全
国
優
勝
し
ま
し

た
。
そ
の
部
員
た
ち
が
考
案
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
も
売
ら
れ
感

心
し
た
次
第
で
す
。

　

私
た
ち
は
議
会
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
も
挑
戦
し
、
ぜ
ひ
と
も
入
賞
を

と
編
集
委
員
全
員
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

議
会
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　

松　

浦　

満　

雄

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

茶屋　　隆
中村　正志
山本　幸男
松浦　満雄
上山　勝志
田村　せつ

編
集
後
記
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か
る
ま
い

 

議
会
だ
よ
り

議
会
報
編
集
委
員
会

附田 和也さん

う
の
が
残
念
で
す
。
ま
た
乳
幼

児
医
療
費
受
給
者
証
が
あ
れ

ば
、
病
院
の
窓
口
で
会
計
を
し

な
く
て
も
良
い
シ
ス
テ
ム
に
な

る
と
便
利
で
す
ね
。

安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
を

　

軽
米
町
は
自
然
が
豊
か
で
気

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ

た
り
し
て
遊
べ
る
公
園
が
あ
る

と
良
い
で
す
ね
。
ブ
ラ
ン
コ
や

滑
り
台
な
ん
か
も
あ
っ
た
り
し

て
、
安
心
し
て
他
の
子
ど
も
た

ち
や
親
同
士
で
遊
べ
る
と
こ
ろ

を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

住
宅
支
援
に
期
待

　

将
来
は
町
内
に
家
を
建
て
た

い
で
す
。
欲
を
言
え
ば
私
た
ち

の
よ
う
な
子
育
て
世
代
や
町
外

か
ら
来
た
人
へ
の
住
宅
支
援
を

期
待
し
ま
す
。
子
供
た
ち
や
お

年
寄
り
の
憩
い
の
場
を
増
や

し
、
子
供
の
声
が
聞
こ
え
、
町

外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来

る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

子
供
が
外
で
遊
ぶ
姿
を

　

出
身
は
青
森
県
で
す
が
、
結

婚
す
る
ま
で
軽
米
町
の
こ
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
の
第

１
印
象
は
、
公
園
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
、
外
で
子
供
た
ち

が
遊
ぶ
姿
が
見
え
な
い
な
ぁ
、

と
い
う
の
が
本
音
で
し
た
。

宮
城
で
大
震
災
を
経
験

　

軽
米
町
に
来
る
前
は
宮
城
県

に
住
ん
で
い
て
、
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
ま
し
た
。
幸
い
に

も
直
接
津
波
の
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
家
族
３

人
で
、
近
く
の
学
校
体
育
館
で

３
週
間
ほ
ど
避
難
生
活
を
送
っ

た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

２
人
目
以
降
の
保
育
料

　

昨
年
２
人
目
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
、
２
人
目
以
降
の
保
育
料

が
無
料
と
聞
い
て
喜
ん
で
い
ま

す
。
反
面
、
上
の
子
が
再
来
年

に
は
小
学
校
に
入
る
の
で
、
そ

う
な
る
と
有
料
に
な
っ
て
し
ま

つくた　　かずや

　　　　　　　　　　　　　（写真右上）
青森県七戸町出身　28 歳

妻・長女・長男の 4 人家族

　　　　　　　　　　　　　　　Vol. ②


